
 

「建国記念の日を祝う会」兵庫県下２会場で開催！ 
建 国 の 精 神 の 原 点 を 想 い 世 界 の 平 和 を 願 う 
 「

建
国
記
念
の
日
を
祝
う

会
」
神
戸
会
場 

報
告 

記
念
講
演 

占
部
賢
志
氏 
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「
建
国
記
念
の
日
を
祝
う
会
」

姫
路
会
場 

報
告 

 

熊

本

大

震

災

の

被

災

者

の

方

々

に

心

よ

り

お

見

舞

い

申

し

あ

げ

ま

す

。 
 

寒
波
が
心

配
さ
れ
た
紀

元
節
の
朝
は

ま
さ
に
神
武

晴
れ
の
快
晴
。

兵
庫
県
民
会

館
に
約
二
五

〇
名
が
集
い
、

講
演
、
式
典
、

パ
レ
ー
ド
を

行
っ
た
。
「
建

国
神
話
と
歴

史
教
育
―
よ

み
が
え
る
歴

史
の
い
の
ち
」

と
題
し
て
占

部
賢
志
先
生

は
熱
弁
を
振

る
わ
れ
た
。
要

旨
は
、
①
神
話

は
心
理
的
事

実
で
あ
る
。
②

日
本
の
魂
に

対
す
る
信
仰

は
「
も
が
り
」

等

日

本

独

特

だ

。 
 
 
 
 
 
 

③
言
葉
は
訓
読
と
い
う
独

自
の
文
化
。
④
本
居
宣
長

の
画
期
的
な
業
績
と
小
林

秀
雄
。
⑤
「
相
手
の
身
に

な
っ
て
考
え
る
」
。
⑥
紀
元

は
当
時
最
新
の
讖
緯
（
し

ん
い
）
説
に
拠
っ
た
。
⑦

聖
徳
太
子
の
時
代
に
随
、

唐
も
認
め
た
独
立
国
家
と

宣
言
し
た
。
⑧
ジ
ョ
ー
・

オ
ダ
ネ
ル
の
長
崎
の
原
爆

投
下
後
の
一
少
年
の
写
真

―
威
厳
に
満
ち
た
名
も
無

き
民
の
姿
と
「
草
莽
崛
起
」
。 

 

式
典
で
は
、
本
名
孝
至

実
行
委
員
長
が
紀
元
節
を

祝
う
意
義
に
触
れ
、
譲
位

に
つ
い
て
天
皇
様
の
思
し

召
し
と
長
い
歴
史
か
ら
結

論
す
べ
き
と
述
べ
た
。
ま

た
、
来
賓
代
表
の
森
脇
保

仁
日
本
会
議
議
連
会
長
は
、

成
功
裏
の
米
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
と
安
部
総
理
の
日
米

首
脳
会
談
に
触
れ
た
。 

 
 

 
 

青
年
の
主
張
で
は
甲
南

大
学
生
の
岡
田
さ
ん
が
自

身
の
体
験
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領

政
策
の
問
題
を
論
じ
、
決

議
文
を
採
択
し
た
。 

パ
レ
ー
ド
は
、
道
楽
の
先

導
で
議
員
、
来
賓
関
係
が
先

頭
に
各
人
日
の
丸
小
旗
を

降
り
な
が
ら
通
過
し
、
生
田

神
社
境
内
で
道
楽
伴
奏
に

よ
る
国
歌
斉
唱
、
万
歳
三
唱

を
行
っ
た
。 

 

（
市
橋
） 

当
日
朝
九
時
か
ら
兵
庫

縣
姫
路
護
國
神
社
に
於
い

て
「
建
国
記
念
の
日
を
祝

う
会
」
を
開
催
す
る
（
「
祝

う
会
姫
路
実
行
委
員
会
」

今
年
は
姫
路
郷
友
会
、
霊

友
会
、
隊
友
会
、
日
本
会

議
、
護
國
神
社
の
五
組
織

で
構
成
し
た
）
。 

「
記
念
の
日
を
祝
う
会
」

の
具
体
的
な
内
容
は
下
記

の
通
り
） 

一
、
講
演
会
（
午
前
九
時

か
ら
十
時
三
十
分
） 

兵
庫
縣
姫
路
護
國
神
社 

参
集
殿
に
て 

 

◇ 

全
員
起
立
国
歌
斉
唱 

①
「
神
武
天
皇
の
ご
即
位

に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
日

本
会
議
兵
庫
会
長
・
中
・

西
播
磨 

三
木 

英
一
氏 

②
「
東
テ
ィ
モ
ー
ル 

Ｐ

Ｋ
Ｏ
に
参
加
し
て
」
兵
庫

県
地
方
協
力
本
部
相
生
事

務
所
所
長 

中
村
清
勝
氏 

 

「
現
在
の
若
者
と
し
て 

『
建
国
の
日
』
に
思
う
」 

関
西
学
院
大
学
法
学
部 

 

一
回
生 

中
野
誇
亮
君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

天
気
予
報
は
「
大
雪
に

注
意
」
と
放
送
し
て
い
た

が
晴
れ
上
が
り
、
護
國
神

社
参
集
殿
に
は
早
い
時
間

か
ら
の
講
演
に
百
人
余
が

集
っ
た
。
建
国
に
ち
な
ん

だ
神
武
天
皇
の
ご
即
位
の

話
、
国
を
つ
く
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ

活
動
報
告
。
ま
た
、
今
回
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二 

□1月 28日（土） (協力) 『神戸タウンミーティング』 主催 日本教育再生機構兵庫 TOSS兵庫 会費千円  元文科大臣 下村博文先生 基調講演 『世界を照らす
日本の心～204５年ｼﾝｷﾞｭﾗﾘﾃｨ～』 □２月 ４日（土） 『唱歌をうたう』（第７回） 甲子園学院中学・高校舎「5 階 音楽堂」 □２月１１日（祝・土） 建国記念の
日を祝う会 【姫路会場】白鷺宮・姫路護國神社 講演①神武天皇のご即位について（三木英一支部長）②東ティモールのＰＫＯ活動に参加して

（中村清勝氏）③青年の主張 祭典 式典 【神戸会場】 同祝う会 けんみんホール 参加費千円 講演 占部賢志先生(中村学園大学教授) 式典  

パレード（県民会館～三ノ宮センター街～生田神社）                                               （ 以 上 終 了 ） 

■２月 25日（日）北播磨支部新春研修ツアー 多賀大社（滋賀） 参加費八千円（予約要 担当高橋 ０７９５-２２-５７００） 

■３月 18日（土） １３：30～ 『憲法おしゃべりカフェ』北区更生保護サポートセンター 参加無料 （担当山田 FAX 078-371-6015） 

■３月～４月未定 『新会員歓迎会』企画 場所／三宮近辺 対象／ 昨年の入会者 （対象者には、詳細を追ってご連絡致します） 参加費千円程度 
■４月 2２日（土） 北播磨支部総会 記念講演佐藤正久氏／滝野文化センター 参加費千円 
■５月３日（祝・水） 午後 『憲法フォーラム中継』  神戸市勤労会館（予定）  参加費千円 

初
め
て
大
学
生
が
講
師
に

立
ち
、
自
分
の
思
い
を
披

瀝
す
る
。
質
問
の
時
間
を

設
け
る
と
五
、
六
人
の
参

加
者
が
次
々
と
挙
手
し
て

賑
や
か
な
講
演
と
な
り
活

況
の
会
場
に
変
じ
て
い
っ

た
。 

二
、
神
事
・
奉
祝
式
典 

 

（
午
前
十
一
時
～
） 

建
国
祭
は
泉
宮
司
祝
詞

奏
上
、
代
表
の
御
榊
奉
納

が
終
わ
る
と
境
内
で
「
建

国
記
念
の
日
を
祝
う
会
」

イ
ベ
ン
ト
。
参
加
者
に
日

の
丸
小
旗
が
配
ら
れ
、
国

歌
斉
唱
、
橿
原
神
宮
遙
拝
、

実
行
委
員
会
代
表
者
や
来

賓
の
国
会
議
員
、
県
会
議

員
、
姫
路
市
会
議
員
の
挨

拶
、
紹
介
が
行
わ
れ
た
。 

時
間
と
共
に
増
え
る
参

加
者
、
参
拝
者
に
参
集
殿
入

り
口
付
近
で
は
、
今
年
も
霊

友
会
会
員
に
よ
る
温
か
い

う
ど
ん
が
販
売
さ
れ
る
と

列
が
で
き
る
。
二
階
の
講
演

会
場
は
い
つ
の
間
に
か
喫

茶
コ
ー
ナ
に
早
変
わ
り
、
憩

う
人
々
が
集
っ
て
い
た
。 

（
事
務
局
Ｈ
・
Ｉ
） 

    

西
宮･

芦
屋
支
部
で
は
、

二
月
四
日
（
土
）
立
春
の

佳
き
日
に
、
七
回
目
に
な

る
『
唱
歌
を
う
た
う
』
と

題
し
た
音
楽
授
業
を
甲
子

園
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校
音
楽
室
に
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。 

講
師
は
阪
神
淡
路
大
震

災
の
発
生
後
、
西
宮
市
内

に
て
心
の
ケ
ア
を
目
的
に

『
唱
歌
の
学
校
』
を
開
校

さ
れ
、
現
在
約
四
〇
〇
名

の
生
徒
に
小
学
唱
歌
、
愛

唱
歌
を
教
え
て
お
ら
れ
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指
揮
者
の

泉 

庄
右
衛
門
校
長
と
、
奥

様
で
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
の
泉 

規
子
教
頭
を
お

招
き
し
ま
し
た
。 

当
日
は
甲
子
園
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校
の
剣
道
部
、

吹
奏
楽
部
の
女
子
生
徒
三

六
名
を
含
む
、
計
五
三
名
が

集
ま
り
、
君
が
代
、
日
の
丸

の
旗
、
ふ
じ
の
山
、
荒
城
の

月
、
朧
月
夜
、
花
、
春
の
小

川
、
早
春
賦
、
う
み
、
我
は

海
の
子
、
村
祭
、
紅
葉
、
雪
、

あ
お
げ
ば
尊
し
、
蛍
の
光
を

歌
い
ま
し
た
。 

（
前
中
） 

   

一
月
二
九
日
兵
庫

県
猪
名
川
で
、
お
し
ゃ

べ
り
カ
フ
ェ
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

仏
所
護
念
会
の
新
年

会
に
呼
ん
で
い
た
だ

き
、
四
五
名(

内
男
性

一
〇
名)

の
前
で
、
九

条
、
緊
急
事
態
、
家
族

の
話
を
一
時
間
し
ま

し
た
。 

 

今
回
は
、
ま
ず
始
め

に｢

な
ぜ
私
達
普
通
の

主
婦
が
こ
う
い
う
活

動
を
し
て
い
る
の
か｣

｢

憲
法
改
正
の
話
の
前

に
日
本
の
心
や
伝
統

を
取
り
戻
し
て
ほ
し

い｣

と
い
う
話
を
し
ま

し
た
。 

よ
く
勉
強
さ
れ
て

お
ら
れ
る
方
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
他
人
に

伝
え
る
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
知
り
た
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
山
田
） 

 

二

月

以

降

の

日

本

会

議

関

係

行

事 

西
宮
・
芦
屋
支
部 

 

唱
歌
を
う
た
う
会 

報
告 

憲
法
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ 

Ｉ
Ｎ
川
西
（
猪
名
川
）
報
告 


